
亀 山 市 公 印 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

  令 和 ２ 年 １ １ 月 ２ ０ 日  

亀 山 市 長  櫻  井  義  之  

亀 山 市 規 則 第 ２ ６ 号  

 

亀 山 市 公 印 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

 

亀 山 市 公 印 規 則 （ 令 和 １ ７ 年 亀 山 市 規 則 第 ７ 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。  

第 ７ 条 第 ３ 項 た だ し 書 中 「 第 ９ 条 第 １ 項 」 を 「 第 ９ 条 」 に 改 め る 。  

第 ８ 条 に 次 の ２ 項 を 加 え る 。  

３  公 印 の 押 印 は 、 文 書 を 施 行 す る と き に 行 う も の と す る 。 た だ し 、

証 票 、 賞 状 等 で 交 付 の 日 時 、 場 所 等 の 都 合 に よ り こ れ に よ り 難 い

も の が あ る 場 合 は 、 公 印 管 理 者 の 承 認 を 得 て 、 事 前 に 押 印 す る こ

と が で き る 。  

４  公 印 は 、 朱 肉 を 用 い て 明 確 に 押 印 し な け れ ば な ら な い 。  

第 １ ２ 条 を 削 る 。  

第 １ ３ 条 第 ２ 項 中 「 様 式 第 ８ 号 」 を 「 様 式 第 ７ 号 」 に 改 め 、 同 条

を 第 １ ２ 条 と す る 。  

第 １ ４ 条 第 ２ 項 中 「 様 式 第 ９ 号 」 を 「 様 式 第 ８ 号 」 に 改 め 、 同 項

に 後 段 と し て 次 の よ う に 加 え る 。  

現 に 電 子 公 印 を 使 用 す る 事 務 に 変 更 （ 軽 微 な も の を 除 く 。 ） が

あ っ た と き も 、 同 様 と す る 。  

第 １ ４ 条 第 ５ 項 中 「 電 子 公 印 廃 止 届 を 総 務 課 長 に 提 出 し 、 」 を 削

り 、 同 条 を 第 １ ３ 条 と す る 。  

第 １ ５ 条 中 「 第 １ ２ 条 第 ４ 項 た だ し 書 」 を 「 第 ８ 条 第 ３ 項 た だ し

書 」 に 、 「 第 １ ３ 条 第 ２ 項 」 を 「 第 １ ２ 条 第 ２ 項 」 に 改 め 、 同 条 を

第 １ ４ 条 と す る 。  

第 １ ６ 条 中 「 様 式 第 １ ０ 号 」 を 「 様 式 第 ９ 号 」 に 改 め 、 同 条 を 第

１ ５ 条 と し 、 第 １ ７ 条 を 第 １ ６ 条 と し 、 第 １ ８ 条 を 第 １ ７ 条 と す る 。  



様 式 第 ７ 号 を 削 る 。  

様 式 第 ８ 号 中 「 第 １ ３ 条 関 係 」 を 「 第 １ ２ 条 関 係 」 に 改 め 、 同 様

式 を 様 式 第 ７ 号 と す る 。  

様 式 第 ９ 号 中 「 第 １ ４ 条 関 係 」 を 「 第 １ ３ 条 関 係 」 に 、 「 ｜ 使 用

開 始 日   ｜    年   月   日           ｜ 」 を 「  

｜ 使 用 期 間    ｜    年  月  日 か ら    年  月  日 ま で ｜  

」 に 改 め 、 同 様 式 を 様 式 第 ８ 号 と す る 。  

様 式 第 １ ０ 号 中 「 第 １ ６ 号 関 係 」 を 「 第 １ ５ 号 関 係 」 に 改 め 、 同

様 式 を 様 式 第 ９ 号 と す る 。  

附  則  

こ の 規 則 は 、 令 和 ３ 年 １ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  


